
－ 36 －

日本創造学会　SIG アクティブ・ラーニング特集

大学における二層構造アクティブ・ラーニングの実施
－アイデアマラソンによる思考と即書留めの習慣化が

アクティブ・ラーニングの基礎－

Practice of the Two-Storied Active Learning Structure in Universities 

Establishing a Habit of Thinking and Immediate Writing as the Intellectual Basis 
of Active Learning

樋口健夫 1

Takeo HIGUCHI

キーワード：アイデアマラソン、習慣形成、毎日性、累積性、TTCT

Key Words  ：Idea-Marathon, Habit-forming, Dailiness, Accumulation, TTCT

１．はじめに
アイデアマラソン発想システム（通称“アイデアマラソン”以下 IMSとする）は、「毎日、領域を

限らず、何かを思考し、即ノートに書き留め続け、周りと話し、最良のものを実行実現する習慣化の
形成」である。IMSは、アクティブ・ラーニング（以下 AL）教育の基礎の一種で、学生は 1冊のノー
トを持ち、そのノートに、毎日何かを自主的に考え、即書き留め続け、周りと話し、溜った多くの発
想の中からベストのものを実行実現する手法である。これまで多くの大学で、導入されているが、全
学部での活用［2］、一つの学部での全学生での活用［1］ ［3］、新入生全員への IMSの実施が、毎年行
われれば、4年間で全学部生が IMSを体験することになる［3］。全国学生コンテスト向けの対応と
してグループワークとして［4］、教授を含めて、その教授の研究室の全員での活用［5］などがある。
IMSの活用で多様な展開が進んでいる。

2014年よりの文科省の指導［6］で、教育における ALの導入が推奨され、様々な ALの手法が試
みられている［7］。ALを自在に活用するためには、まず学生の自主啓発的な思考即記録の習慣化を
基盤とした講義のシラバスを考える必要がある。これを筆者は、「習慣的 AL」と名付けた。その効果
に関しても、何をどのようなカリキュラムを作れば AL教育となり、学生にどれだけの効果があるか
を定量測定することが望ましい。筆者は、2006年より IMSを諸大学にて実施してきたが、ジョージ
ア大学が中心となっているトーランス式創造性思考図形テスト（通称 TTCT）［8］の 2つのテストの
組み合わせで創造的効果の測定を実践してきた［9］。2014年以降は、IMS-ALの普及を諸大学に提唱
している。

２．体験的 ALと蓄積習慣形成 ALとは何か
ALは、特定の講義において、教員が一方的に話す従来の形式と異なり、学生自らが独自に思考し
行動する講義形式全体を指す。更に、ALは、筆者の造語で、（1）体験的 AL、（2）蓄積習慣性形成
ALに分類できる。体験的 ALとは、一定期間の講義の中で、さまざまなタイプの学習方法や発想方法、
解決策の発見方法を体験させる考え方である。教える側の配慮からも、限られた期限の中で、学生た
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ちができるだけ多種の体験をすることを目指し、将来に必要に迫られたときに、体験が活きてくる可 

能性を考えたものである。しかし、この方法では、いずれの手法も日々実行する習慣にはできないこ
とが多く、結果的には、学生たちは自在に活用できない恐れがある。今後、この分類で、様々な ALを
分析していく必要が有る。
一方、IMSでは、毎日思考する「毎日性」と、思考は必ず書き留め記録する「記録性」が結合し、

3か月ほど継続すれば、習慣性が形成され始める。習慣化の形成には最低 3か月の継続が必要という
研究がある［10］。「毎日性」も「記録性」もいずれも筆者の造語である。更にノートには、一定期間
に蓄積された学生の発想群が残るので、蓄積型習慣形成 ALと名付けた。
筆者は、蓄積型習慣形成 ALは、AL教育の一つの柱になると考えているが、体験型 ALを否定す
るものではない。しかし、体験型 ALだけが多く実施されている現在の ALの現場では、従来の知識
詰込み型から体験詰込み型に変化しただけで、習慣形成と深い思考にはならない恐れがある。

３．IMSによる ALとは
IMSの一般的な効果は下記表 1の通りである。大学の講義に導入されると、学生の自主啓発である

IMSは、それ自体が講義の期間を貫く自主的な ALのプログラムとなる。学生たちは、1冊のノート
に領域を限定しないで、毎日何かを考えて書きとめることを自主性から実行を勧められる。アイデ
アマラソンの根幹のコンセプトが、「毎日性（Dailiness）」、「好奇心と関心分野の拡大（Expansion of 

Curiosity and Interest）」、「累積性（Accumulation）」と「フィードバック（Feedback）」である。IMSを
開始して、一定期間、継続して習慣化が進めば、その期間を超えても続く残存的教育効果があること
が判明してきた。特に、累積性は、自分の出してきた発想の日々の蓄積が右肩上がりに増えて、決し
て無くならない無形の知的財産となることから自己の努力の報酬と感じるようになる。「好奇心と関
心の拡大」と「フィードバック」は、ノートに書き留められた発想を発散し、新たな領域や連想を生
み、フィードバックで発想を磨くことができる。

IMSを一過性でなく、人生を通して続ける知的活動の大動脈として活用するためには習慣化が必要
である。ALは、“アクティブ・ワーク”や“アクティブ・ライフ”に変化する。IMSでは、ご褒美
の自分の発想群がノートに増えるので、講義期間終了後も、継続されることが多い。在学中はレポー
トの作成、専攻分野の選択、卒業後の方向性の選択、卒論のテーマと内容の検討にも活用でき、卒業
後も、仕事や研究に使われている。

図 1　 アイデアマラソンが大学生の 
役に立つ一般的効果

図 2　アイデアマラソンの基本的構造
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４．ALの二層構造の提唱
ALが授業の中で学生たちにもたらす効果と影響を、様々な発想手法の体験を一過性の知識や体験
に終わらせず、卒業後、永続的に仕事や人生において活用するために、「二層構造アクティブ・ラー
ニング」を提唱した。「二層構造 AL」とは、まず基礎部分 ALを IMSで作り続け、ノートに記録する。
その上に様々な ALの体験的コンテンツを構築するものである。大切なことは、IMSにて ALの思考
の基礎構造を築けば、いかなる種類の ALの講義も手法もその上に構築できることである。上部構造
において、様々な ALのプログラム群の実施を試みる。上部構造のプログラムで学生が出した発想も、
個々の学生の IMSのノートに記載してから、活用する。

５．IMS-ALの創造的効果の定量測定 ［11］
創造的効果の定量測定のためには、創造性テストを利用できるも一つの選択となる。「発想数」「独
創性」「綿密さ」「タイトルの抽象性」「発想の粘り」などのトーランス式創造性思考テスト（TTCT

の図形テスト）を活用することで、創造的効果を講座の開始前とあとで測定することができる。
K大学にて、3か月の期間、同じ学年にて、IMSの実験群と IMS無しの統制群（人数は 15名と少 

数だった）に分けて、TTCTの 2つのタイプのテストを実施したところ、下記のような違いが出た。

表 1の IMS実施群の事前・事後の比較では、創造性合計、発想数、発想の粘り（RPC）にて有意の
向上が見られた。一方、表２の非実施群では、事前の点数が低かった。独創性では有意の向上が見ら
れたが、それ以外の項目では、有意の向上はなかった。これらの K大学での IMS実施群と非実施群
での TTCTの実験の結果は、更に分散分析にて、タイトルの抽象性にて交互作用が見つかっている。
今後の ALの教育においては、定量的な効果の測定は非常に重要であるが、IMSのような一定期間
を毎日継続性のある習慣化 ALでの効果測定と異なり、一過性の体験的 ALの効果の測定は難しい。

図 3　アクティブ・ラーニングの教育の二層構造の提案

表 1　 K大学における IMS実施群の学生（n＝
26）3か月間の事前事後の TTCTの t検定
結果

表 2　 K大学における IMS非実施群の学生（n
＝16）3か月間の事前事後の TTCTの
t検定結果
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６．結論
ALは、思考と書き留めの習慣性を持たせる IMSを基礎構造にして、その上に、様々なタイプの体
験的 ALを実施することが理想的と考える。それらの体験的 ALにおいても、現在の多くの AL教育
において、学生たちが出した発想や着想のアイデンティティを無視して、一気に講座全体で共有する
ことが多いが、知的所有権の観点からも、今後は、学生個人が出した個々の発想も、すべてその学生
のノートに書きとめ、保存保護される必要が有り、発想のアイデンティティを明確にして、その中か
ら適宜最良最適のものを活用するのが良いだろう。
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